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俊，伊藤実香，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋：「T 細胞・NK 細胞と妊娠維持」シンポジウム．Trophoblast に関わ
る免疫と臨床病態．第 17 回日本胎盤学会学術集会，2009, 10, 16-17, 東京． 
21)  中島彰俊，伊藤実香，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋：「T 細胞・NK 細胞と妊娠維持」シンポジウム．Trophoblast
に関わる免疫と臨床病態．第 17 回日本胎盤学会学術集会，2009, 10, 16-17, 東京． 
22)  中島彰俊，立松美樹子，齋藤 滋：オートファジーは絨毛外栄養膜細胞浸潤に必須の機構である．第 17 回日本胎盤
学会学術集会，2009, 10, 16-17, 東京．（学会賞） 
23)  立松美樹子，中島彰俊，齋藤 滋：絨毛外栄養細胞の浸潤とオートファジーとの関連について．第 61 回日本産婦人
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24)  伊藤実香，中島彰俊，伊奈志帆美，米田 哲，塩崎有宏，二階堂敏雄，齋藤 滋：好中球，単球，T 細胞から産生
される IL-17 は TNFαと相乗的に作用し羊膜上皮間葉系細胞からの IL-8 産生を亢進させる．第 61 回日本産科婦人科
学会学術講演会，2009, 4, 3, 京都． 
25)  島 友子，伊藤実香，中島彰俊，塩崎有宏，斎藤 滋：妊娠には胎児抗原特異的制御性 T 細胞が関与する．第 61
回日本産婦人科学会学術講演会，2009, 4, 4, 京都． 
26)  島 友子，大洞由紀子，橋本誠司，中島彰俊，長谷川徹，日高隆雄，斎藤 滋：再発した低分化型セルトリ間質細
胞腫瘍 2 例の臨床的検討．第 57 回北日本連合地方部会学術講演会，2009, 8, 29, 北海道． 
27)  島 友子，伊藤実香，中島彰俊，塩崎有宏，斎藤 滋：妊娠子宮には胎児抗原特異的制御性 T 細胞が増加する．第
24 回日本生殖免疫学会，学術集会，2009, 11, 28, 東京．（学術奨励賞） 
28)  青木藍子，米田徳子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋：DIC 合併急性前骨髄球性白血病合併妊娠の一例．第 37 回日
産婦学会北陸連合地方部会，2009, 6, 14, 富山． 
29)  橋本誠司，長谷川徹，中島彰俊，島 友子，大洞由紀子，日高隆雄，齋藤 滋：Endometrial intraepitherial carcinoma 
（EIC）の一例．第 37 回日産婦学会北陸連合地方部会，2009, 6, 14, 富山． 
30)  青木藍子，鮫島 梓，福田香織，米田徳子，立松美樹子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋：出生前に巨舌・羊水過
多・巨大児を認め Beckwith-Wiedemann 症候群を疑った一例．第 4 回富山地方部会例会，2009, 11, 4, 富山． 
31)  中島彰俊，日高隆雄，長谷川徹，立松美樹子，伊藤実香，米田徳子，齋藤 滋：当院における腹腔鏡手術合併症の
検討．第 5 回日産婦富山地方部会例会，2009, 1, 30, 富山． 
32)  大洞由紀子，中島彰俊，橋本誠司，島 友子，長谷川徹，日高隆雄，齋藤 滋：止血困難な産科大量出血後 DIC に
対し活性化第 VII 因子製剤（ノボセブン®）投与にて救命しえた一例．第 3 回日産婦富山地方部会例会，2009, 9, 11, 富
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◆ その他 
1)  中尾秀人，齋藤 滋：「シンポジウムのまとめ」．周産期シンポジウム 日本周産期・新生児医学会 第 27 回周産期
学シンポジウム記録集，27: 53-54, 2009． 
2)  齋藤 滋：産婦人科 不育症の検査と治療 質疑応答．日本医事新報，4443: 82-83, 2009. 
3)  立松美樹子：男女共同参画講座 生涯を通じた男女の健康講座 JFPA 社会法人日本家族計画協会共催 生涯を通
じた女性の健康支援事業「年を重ねても元気に美しく」．サンフォルテ富山，2009, 2, 27. 
4)  立松美樹子：エイズ予防健康教育 エイズと性感染症について．富山歯科総合学院，2009, 3, 10． 
5)  立松美樹子：サンフォルテフェスティバル 年齢と骨盤底筋（尿失禁，性器脱と骨盤底筋体操）．サンフォルテ富山，
2009, 6, 27. 
6)  立松美樹子：保健講話「性と生について考えよう」．富山県立石動高校，2009, 6, 23. 
7)  立松美樹子：保健講話「性感染症の予防について」．砺波市立出町中学校，2009, 7, 2． 
8)  立松美樹子：保健講話「性と生について考えよう」．小矢部園芸高校，2009, 7, 7. 
9)  立松美樹子：性教育「性と生について考えよう」．新湊高校，2009, 7, 10． 
10)  立松美樹子：性教育「性と生について考えよう」．富山国際大学附属高校，2009, 7, 13. 
11)  立松美樹子：性教育「性と生について考えよう」．小杉中学校，2009, 7, 14. 
12)  立松美樹子：性教育「性と生について考えよう」．利賀中学校，2009, 10, 6. 
13)  立松美樹子：性についてのお話．高岡愛育園，2009, 10, 21. 
14)  立松美樹子：富山市事業 こころ&からだセミナー「アンチエイジングで健康に美しく年をとろう」．サンフォルテ
富山，11, 21, 2009. 
15)  立松美樹子：性教育「性と生について考えよう」．氷見市立西部中学校，2009, 12, 15. 
16)  齋藤 滋，杉浦真弓：ワークショップ 12「不育症の新たな原因探索と治療」座長のまとめ．日本周産期・新生児医
学会雑誌，45: 1143, 2009. 
